
広 報 さ い 平成 年 月号

平
成
二
十
五
年
夏
、
北
前
船
み
ち
の
く
丸

が
寄
港
し
た
佐
井
の
港
に
、
軽
や
か
な
音
楽

が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

演
奏
し
た
の
は

。
少
女
た
ち
の

に
佐
井
村
の
み
な
さ
ん
は
、
大
き
な
希
望

を
感
じ
た
は
ず
で
す
。

現
在
、

の
影
響
で
部
員

数
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
佐
井
中
学
校
吹

奏
学
部
。
そ
ん
な
中
、
平
成
二
十
五
年
七
月

七
日
に
開
催
さ
れ
た
青
森
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
中
央
地
区
大
会
の
小
編
成
の
部
で
、

見
事
に
金
賞
を
受
賞
し
、
県
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
少
女
た
ち
が
奏
で
る
演
奏

は

を
強
め
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。こ

の

を
描
く
こ
と
で
、
佐
井
村

の
み
な
さ
ん
が
元
気
に
な
り
、
地
域
活
性
化

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

思
い
、
佐
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
魅
力

と

少
女
た
ち
を
育
ん
だ
佐
井
村
の
魅
力

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成
二
十
六
年
三
月
か
ら

吹
奏
楽
部
を
追
い
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
を
制
作
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

七
月

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
央
地
区
大

会
に
、
中
学
校
小
編
成
の
部
で
出

場
。
東
日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ
に

福
島
弘
和
さ
ん
が
作
曲
し
た

嘆

き
と
祈
り

を
演
奏
し
、
銀
賞
を

受
賞
。

月
末
に
は
、
ゆ
う
な
ぎ
の
里
の
夏

祭
り
で
演
奏
の
披
露
。

九
月

下
北
吹
奏
楽
祭
に
て
、
下
北
管
内

の
吹
奏
楽
部
と
共
演
。

十
月

文
化
祭
に
向
け
て
練
習
。

文
化
祭
で
の
発
表
。

十
一
月

ア
ル
サ
ス
に
て
あ
り
が
と
う
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。
楽
し
ん
で
音
楽

と
触
れ
合
え
る
よ
う
に

年
以
上

振
り
に
サ
ウ
ン
ド
・
ベ
ア
ー
ズ
さ

ん
と
共
演
。

三
月

吹
奏
楽
部
か
ら

名
の
卒
業
生
。

四
月

新
入
部
員
を
迎
え
、
新
た
な
体
制
で

ス
タ
ー
ト
。

六
月

中
体
連
に
て
、
野
球
部
を
精
一
杯
応

援
。

月 日（日） 青森県吹奏楽コンクール第 回中央地区大会

文化祭に向けての練習風景
月 日（日）

ありがとうコンサート サウンド・ベアーズ


